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１．概要（Summary） 

有機鉛ペロブスカイト太陽電池は、高いエネルギー変

換効率、低コストであるため、次世代の有機・無機ハイブリ

ッド太陽電池として大変期待されている分野である。その

セルの構造は、主に３つの層からなり、太陽光を吸収し、

電荷を生成するペロブスカイト層、電荷を収集する正孔輸

送層と電子輸送層、これら輸送層がペロブスカイト層をは

さんだ構造となっている。近年、実験室レベルでは、変換

効率が結晶シリコン太陽電池に迫るほどになってきている

が、商業化に必要な、より大きな面積では、均一な膜形成

が難しく、また、材料の欠陥が多くなるため性能が大きく

低下する。さらにペロブスカイト層と輸送層および電極と

の界面の状態は、電池としての性能に大きく影響する。そ

こで、ペロブスカイト層といろいろな層と界面の状態を調

べるため、ガラス上にパリレンを積層させ、その上にペロ

ブスカイト層を形成させた後、原子間力顕微鏡（AFM）、

マイクロ波伝導度測定法を用いて、表面や界面の観察を

することを計画した。パラキシレン樹脂であるパリレン

は絶縁性に優れ、トランジスタの絶縁層に用いられて

おり、またデバイスの劣化を防ぐ保護膜としても用い

られ、ペロブスカイト太陽電池にも使用されることが

あり、界面への影響に興味がもたれる。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

パリレン成膜装置 

 

【実験方法】 

スライドガラス (25 mm × 25 mm × 1 mm) をア

セトン、イソプルパノール、蒸留水中でそれぞれ超音

波洗浄を 10 分間行った後、さらにオゾンで表面を洗

浄した。その上に、パリレンを約 500 nm 成膜した。

パリレンはParylene-Cを用い、パレリン成膜装置で製

膜した。この上にハライドペロブスカイト (MAPbI3) を１

ステップ法で形成を試みた。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

まず、スピンコートで行う方法を試みた。ペロブス

カイト前駆体CH3NH3I:PbI2 (1:1) のDMF-DMSO溶液

を滴下したあとスピンコートし、数秒後に貧溶媒であ

るトルエンを滴下した。すると、パリレンの撥水性が

均一なペロブスカイト膜の形成を阻害し、不均一な膜

形成となってしまった。今後、ペロブスカイト膜形成

条件をさらに検討し、表面の観察を行っていきたい。 
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